
対話を通じて”知らない“を自分ごとに変えていく

ジェンダーに起因する様々な問題は、日本ではまだまだ語られる機会が少なく、自身が

当事者になって初めて問題に気が付くということも少なくあります。この映画祭では映画

の上映後に対話の場を設け、参加者同士が対話をし考えを深め、知らないから一歩踏み出

して、自分事として考えていくための時間を作ります。

第1回目となる今年度は、「若者」をテーマに5つの作品を上映します。SNSでの性暴力、

ジェンダーに起因する生きづらさ、妊娠、新しい家族のカタチなど様々な切り口で若者が

直面している問題を考えます。

３日：
STUDIO VIZZ EBISU
渋谷区恵比寿1丁目19-19
恵比寿ビジネスタワー1F

4日・5日：
渋谷男女平等・ダイバーシティセンター
渋谷区桜丘23-21 
渋谷区文化総合センター大和田8F
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金尻カズナ
NPO法人ぱっぷす理事長

東本愛香
公認心理士

佐藤慧
認定NPO法人Dialogue for 

people 代表

ダースレイダー
ラッパー

２月４日（土）１8：００～ 『息子のままで、女子になる』

サリー楓
建築家

ファッションモデル

杉岡太樹
ドキュメンタリー監督

２月５日（日）１０：００～ 『17歳の瞳に映る世界』

染谷明日香
NPO法人ピルコン

理事長

龍円あいり
東京都議会議員

２月５日（日）１４：００～ 『沈没家族』

加納土
監督

末岡真理子
恵比寿じもと食堂

主催

２月３日（金）１８：３０～ 『SNS 少女たちの１０日間』

２月４日（土）１３：００～ 『行き止まりの世界に生まれて』

テーマ：被害者と加害者 日本の子どもたちを取り巻く現状

子どもたちはなぜ危険に近寄ってしまうのか、なぜ、子どもに加害を加

えてしまうのか、そして同じコミュニティに暮らす私たちには何ができ

るのか、被害者の視点、そして加害者の視点から考えます。

（ファシリテーター：アーヤ・藍）

テーマ：格差と暴力と沈黙と

コロナ禍、景気低迷からくる経済的・社会的不安によって女性や子ど

も・若者に対しての暴力が悪化。DVや虐待の相談件数は2年連続過去最

高となりました。その中で助けを求めたり、声を上げることができない

人もいます。格差と暴力の問題を深堀します。

（ファシリテーター：アーヤ・藍）

上映後は多彩なゲストをお招きし、対話しながら映画の世界をさらに深く考えます

テーマ：たぶん世界初！対話できる映画会！

この映画では、スクリーンの隣にさらにもう一つ別のモニターが。映画

を観ながらインタラクションツールを用い、一緒に観ている杉岡監督と

主演のサリーさんにリアルタイムで感想や疑問を伝えることができます。

もちろんお二人からコメントも！おそらく世界初の試みです！

テーマ：My Body, My Choice

妊娠は女性1人でできるものではありません。しかし望まない妊娠をし

たとき、その負担は女性の上に大きくのしかかります。望まない妊娠の

背後には様々な問題が存在しています。若い女の子達の身体と人生を守

るために何が必要なのか考えます。

（ファシリテーター：伯野朋絵）

テーマ：家族のカタチ

「地域の子育て」という言葉が使われるようになって久しいですが、実

際にはなかなか人の手を借りるのは難しいという人も少なくありません。

また血縁によらない家族のカタチを模索する人もいます。改めて「家

族・子育て」とはを考えます。

（ファシリテーター：アーヤ・藍）

主催：渋谷男女平等・ダイバーシティセンター〈アイリス〉 詳細・申込→


